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（
中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
の
一
部
改
正
）

第
四
条

中
小
企
業
等
経
営
強
化
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
第
五
章

中
小
企
業
の
新
た
な
事
業
活
動
の
促
進
の
た
め
の
基
盤
整
備

第
一
節

新
技
術
を
利
用
し
た
事
業
活
動
の
支
援
（
第
六
十
一
条

第
六
十
六
条
）

第
二
節

雑
則
（
第
六
十
七
条
）

第
六
章

雑
則
（
第
六
十
八
条

第
七
十
五
条
）

」を
「
第
五
章

雑
則
（
第
六
十
一
条

第
六
十
九
条
）」に
、「
第
七
章
」
を
「
第
六
章
」
に
、「
第
七
十
六
条
」
を
「
第
七
十
条
」
に
改

め
る
。

第
一
条
中
「
こ
と
等
」
を
「
こ
と
」
に
改
め
る
。

第
二
条
第
十
六
項
及
び
第
十
七
項
を
削
る
。

第
三
条
第
二
項
第
四
号
を
削
る
。

第
五
十
一
条
第
二
項
及
び
第
五
十
三
条
第
二
項
中
「
第
七
十
一
条
第
五
項
」
を
「
第
六
十
五
条
第
五
項
」
に
改
め

る
。第

五
章
の
章
名
及
び
同
章
第
一
節
を
削
る
。

第
五
章
第
二
節
の
節
名
を
削
り
、
第
六
十
七
条
を
第
六
十
一
条
と
し
、
同
条
の
前
に
次
の
章
名
を
付
す
る
。

第
五
章

雑
則

第
六
章
の
章
名
を
削
り
、
第
六
十
八
条
を
第
六
十
二
条
と
し
、
第
六
十
九
条
か
ら
第
七
十
二
条
ま
で
を
六
条
ず
つ

繰
り
上
げ
る
。

第
七
十
三
条
第
二
項
中
「
第
七
十
条
第
一
項
並
び
に
第
七
十
一
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
四
条
第
一
項
並
び
に
第

六
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
第
七
十
条
第
三
項
並
び
に
第
七
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
六
十
四

条
第
三
項
並
び
に
第
六
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
及
び
第
六
項
中
「
第
七
十
一
条
第
四
項
」
を
「
第

六
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
七
条
と
し
、
第
七
十
四
条
を
第
六
十
八
条
と
す
る
。

第
七
十
五
条
第
二
項
中
「
第
七
十
三
条
第
十
一
項
」
を
「
第
六
十
七
条
第
十
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
十
九

条
と
す
る
。

第
七
十
六
条
第
一
項
中
「
第
七
十
一
条
」
を
「
第
六
十
五
条
」
に
改
め
、
第
七
章
中
同
条
を
第
七
十
条
と
す
る
。

第
七
章
を
第
六
章
と
す
る
。

（
独
立
行
政
法
人
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
五
条

独
立
行
政
法
人
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
六
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
十
三
条
」
を
「

第
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
株
式
等
の
取
得
及
び
保
有
）

第
十
二
条
の
二

研
究
所
は
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律

第
六
十
三
号
）
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
又
は
新
株
予
約
権
の
取
得
及
び
保
有

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
六
条

国
立
研
究
開
発
法
人
防
災
科
学
技
術
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
百
七
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
十
五
条
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
第
六
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

七

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
十

四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ

と
。

第
十
五
条
の
二
中「（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）」を
削
る
。

（
独
立
行
政
法
人
経
済
産
業
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
七
条

独
立
行
政
法
人
経
済
産
業
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

目
次
中
「
・
第
十
三
条
」
を
「

第
十
三
条
」
に
改
め
る
。

第
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
株
式
等
の
取
得
及
び
保
有
）

第
十
二
条
の
二

研
究
所
は
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律

第
六
十
三
号
）
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
又
は
新
株
予
約
権
の
取
得
及
び
保
有

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
前
条
」
を
「
第
十
二
条
」
に
改
め
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
八
条

国
立
研
究
開
発
法
人
国
立
環
境
研
究
所
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
二
百
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
一
条
第
一
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の

次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
十

四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ

と
。

第
十
一
条
の
二
中「（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）」を
削
る
。

第
十
三
条
第
一
項
中
「
業
務
」
の
下
に「（
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
業
務
及
び
こ
れ
に
附
帯
す
る
業
務
を
除
く
。）」

を
加
え
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
九
条

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中「（
人
文
科
学
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。
次
項
及
び
第
三
項
並
び
に
第
十
八
条
に
お
い
て
同

じ
。）」
を
削
る
。

第
四
条
中「（
人
文
科
学
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。）」
を
削
る
。

第
十
二
条
中
「
二
年
」
を
「
当
該
理
事
に
つ
い
て
理
事
長
が
定
め
る
期
間
（
そ
の
末
日
が
通
則
法
第
二
十
一
条
の

二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
理
事
長
の
任
期
の
末
日
以
前
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）」
に
改
め
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
法
の
一
部
改
正
）

第
十
条

国
立
研
究
開
発
法
人
理
化
学
研
究
所
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

三
条
中「（
人
文
科
学
の
み
に
係
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。）」
を
削
る
。

（
国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

国
立
研
究
開
発
法
人
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
八
条
中
第
十
号
を
第
十
一
号
と
し
、
第
九
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十

科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）
第
三
十

四
条
の
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
出
資
並
び
に
人
的
及
び
技
術
的
援
助
の
う
ち
政
令
で
定
め
る
も
の
を
行
う
こ

と
。

第
十
八
条
の
二
中「（
平
成
二
十
年
法
律
第
六
十
三
号
）」を
削
る
。

（
独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

独
立
行
政
法
人
環
境
再
生
保
全
機
構
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
十
条
の
二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
株
式
等
の
取
得
及
び
保
有
）

第
十
条
の
三

機
構
は
、
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
年
法
律
第
六

十
三
号
）
第
三
十
四
条
の
五
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
株
式
又
は
新
株
予
約
権
の
取
得
及
び
保
有
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
。




		2020-06-23T14:59:11+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




